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今
年
度
Ｊ
Ａ
の
コ
メ
買
取

価
格
は
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
1

等
米
60
㎏
（
１
俵
）
当
た
り
1
万

円
と
、
昨
年
度
に
比
べ
２
５
０
０

円
の
値
下
が
り
。
一
昨
年
に
比
べ

る
と
３
１
０
０
円
減
と
実
に
23
％

以
上
の
下
落
。
さ
ら
に
11
月
か
ら

は
9
千
円
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

ら
す
れ
ば
2
年
前
30
万
円
の
給
料

が
、
こ
の
11
月
か
ら
は
20
万
６
千

円
と
な
る
計
算
だ
。

　
こ
う
し
た
米
価
の
下
落
は
、
町

内
農
家
を
は
じ
め
認
定
農
家
、
集

落
営
農
法
人
の
収
益
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
稲
作
農
家
は
、

今
経
営
の
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い
る
。

米
作
っ
て
飯
食
え
な
い
状
況
だ
。

稲
作
農
家
の
収
支
を
見
て
み
る

と
、
10
ａ
あ
た
り
、
苗
購
入
や
カ

ン
ト
リ
ー
の
利
用
料
、
土
壌
改
良

剤
、
肥
料
農
薬
代
、
ダ
ム
費
等
に

約
6
万
円
か
か
り
、
8
万
円
の
米

代
か
ら
差
し
引
く
と
残
り
2
万
円

と
な
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ

イ
ン
の
償
却
費
や
修
理
代
、
燃
料

費
も
出
て
こ
な
い
。
ま
し
て
や
農

作
業
の
人
件
費
は
論
外
だ
。

　
町
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

昨
年
来
よ
り
町
費
６
９
０
０
万

円
を
か
け
、
30
％
の
プ
レ
ミ

ア
ム
を
付
け
た
エ
ー
ル
商
品
券

米
価
下
落
の
な
か
で
，
集

落
営
農
組
織
は
、
地
域
農

業
の
大
き
な
担
い
手
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
組
織
だ
。
組
織
を

安
定
的
か
つ
継
続
的
に
経
営
し
て

い
く
た
め
の
、
担
い
手
確
保
対
策

と
支
援
は
。

一
昨
年
1
月
か
ら
、
青
色

申
告
農
業
者
が
加
入
で
き

る
収
入
保
険
が
導
入
さ
れ
た
。
県

か
ら
の
掛
け
金
の
一
部
助
成
に
加

え
、町
か
ら
も
助
成
で
き
な
い
か
。

集
落
内
休
耕
田
を
町
民
農

園
と
し
て
活
用
す
る
新
た

な
シ
ス
テ
ム
構
築
は

　

３
年
産
米
価
の
大
幅
下
落
が
顕

在
化
し
て
お
り
、
稲
作
農
家
が
主

力
の
湖
東
地
域
で
も
厳
し
い
状
況

で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
農
業
経
営
基
盤
強
化
の

構
想
見
直
し
を
行
う
。
法
人
の
人

材
を
集
落
内
外
か
ら
確
保
す
る
こ

と
や
、
近
隣
法
人
と
の
連
携
、
専

従
者
雇
用
等
へ
の
対
策
を
検
討
す

る
。

　

収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
や
価

格
低
下
、
け
が
や
病
気
で
収
穫
で

き
ず
売
り
上
げ
の
減
少
の
際
、
そ

の
一
部
を
補
償
す
る
制
度
。

　

県
下
や
近
隣
市
町
の
状
況
を
注

視
す
る
。

　

町
民
向
け
農
園
は
、
住
民
の
健

康
的
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
確
保

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
地
域

の
理
解
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ

っ
て
開
設
は
可
能
。

　

担
い
手
の
高
齢
化
が
進
む
な
か

で
、
大
型
農
業
機
械
が
公
道
を
移

動
す
る
た
め
の
免
許
取
得
は
不
可

欠
。
支
援
は
後
継
者
対
策
と
し
て

重
要
な
視
点
で
、
他
地
域
の
事
例

を
研
究
す
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
農
林
振
興
課
参
事
）

（
町
長
）

問

問

問問

答

答

答答

答

米
価
大
幅
下
落
と
農
家
等
支
援

集
落
営
農
組
織
等
へ
の
支
援
策

農
業
収
入
保
険
へ
の
町
助
成
を

大
型
農
業
機
械
運
転
の
た
め
の

大
型
特
殊
免
許
取
得
助
成
を

休
耕
田
を
利
用
し
た

　
　
町
民
農
園
の
開
設
は

農家等支援はできないかQ

コロナ禍による
米価の大幅下落

町のみが抱える課題ではなく、
国全体で対応を

A
村西　作雄村西　作雄 議員議員

を
発
行
し
、
そ
の
経
済
効
果
は

2
億
１
千
万
円
。
今
年
度
は
、
Ｐ

Ａ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事

業
に
２
６
０
０
万
円
を
か
け
、
町

内
飲
食
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

に
、
計
画
で
は
８
６
０
０
万
円
の

経
済
効
果
で
コ
ロ
ナ
支
援
が
図
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
投
資
額
は
、
町

費
１
億
円
近
く
に
も
及
ぶ
。

　
農
地
は
、
作
物
を
栽
培
す
る
こ

と
に
よ
る
景
観
形
成
と
、
洪
水
を

軽
減
す
る
な
ど
多
面
的
機
能
を
有

し
て
い
る
。
農
家
が
、
町
で
の
そ

の
機
能
維
持
に
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
米
価
下
落
の
収
入
減
に

あ
え
い
で
い
る
農
家
へ
の
町
支
援

も
、
一
定
理
解
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
農
家
等
に
対
し
、
何
ら
か
の
町

助
成
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

＊
3
問
目
に「
町
営
住
宅
跡
地
の
処
分
状

況
に
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
が
、
紙
面

の
都
合
上
割
愛
し
ま
す
。

＊「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
は
、

地
域
の
様
々
な
資
源
を
活
か
す
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
が

抱
え
る
課
題
を「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
手
法
に

よ
り
、
解
決
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
で
創
業
機
会
の
創
出
や
雇
用
拡
大
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
な
ど
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
も
の
。
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昨
今
の
米
価
下
落
へ
の
支
援

は
、
町
の
み
が
抱
え
る
課
題
で
は

な
く
、
国
全
体
で
対
応
す
べ
き
課

題
で
あ
る
。

地域おこし協力隊員が開発した「ののすておりがみ」

コミュニティビジネスの
推進について

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
推
進
に
つ
い
て

①
総
合
計
画
の
重
点
戦
略

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
今
日
ま
で
の
取
り
組
み
と
進

捗
状
況
は
。

②
総
合
計
画
に
「
地
域
住
民
が
主

体
と
な
り
云
々
」
と
あ
る
。
何
を

想
定
し
ど
の
様
に
推
進
す
る
の
か
。

③
ど
の
様
な
地
域
資
源
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
適
し
て
い
る

と
考
え
る
か
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

人
と
人
と
の
交
流
促
進
、
地
域
住

民
の
接
着
剤
的
な
役
割
に
な
る
が
、

町
の
取
り
組
み
と
起
業
支
援
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
６

次
産
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
へ
の

認
識
は
。

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど

の
様
に
認
識
し
、
ま
た
、
今
後
活

用
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

　

①
②
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
推
進
は
、
第
１
次
総
合
計
画

の
考
え
方
を
継
承
し
て
第
２
次
総

合
計
画
に
位
置
づ
け
た
。
活
動
は

環
境
や
福
祉
な
ど
多
く
の
分
野
が

存
在
、
取
り
組
み
は
機
能
的
に
結

び
付
け
て
い
く
手
順
が
重
要
に
な

④
本
町
で
は
、
空
き
家
・
空
き
店

舗
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ウ

オ
ー
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
創
造
事
業
の

成
果
で
、
今
年
の
秋
、
中
山
道
商

店
街
に
新
た
な
店
舗
が
開
業
さ
れ

る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地

方
移
住
の
動
き
が
あ
る
な
か
、
外

部
人
材
を
招
へ
い
す
る
な
ど
、
移

住
施
策
と
絡
め
な
が
ら
地
域
資
源

を
生
か
し
た
起
業
を
促
進
し
た
い
。

　

起
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

資
源
と
結
び
付
け
る
観
点
か
ら
も

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

⑤
６
次
産
業
を
取
り
入
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
例
と

し
て「
や
ま
い
も
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」

や
町
の
地
酒
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
創
業
機
会
や
就
業

機
会
の
拡
大
に
加
え
、
就
農
意
欲

の
向
上
等
、
農
業
の
活
性
化
に
も

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
の
第
一
歩

は
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
、

チ
ャ
ン
ス
や
宝
を「
知
る
」
こ
と

に
あ
り
、
そ
こ
に
新
た
な
視
点
と

工
夫
を
加
え
、
待
ち
の
姿
勢
で
は

な
く
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
れ
ば

実
現
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
事
業
と
し
て
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
協
力
者
を
募

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
立
案
し
、

資
金
調
達
等
の
創
業
準
備
を
行
う

な
ど
様
々
な
段
階
を
経
る
こ
と
で
、

ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
た
め
、
人
と
人
、
人
と

資
源
が
つ
な
が
り
、
互
い
に
協
力

し
補
完
し
て
い
く
関
係
性
が
不
可

欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
さ
ら
な
る
広
が

り
を
見
せ
る
よ
う
、
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
や
磨
き
上
げ
を
行
い
、

地
域
の
魅
力
を
し
っ
か
り
発
信
す

る
な
ど
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
町
長
）

問答

答

答

どのように認識しているのかQ
地域が抱える問題や課題、チャンスや宝を

「知る」ことにある
A徳田　文治徳田　文治 議員議員

る
。
ど
の
様
な
地
域
資
源
が
適
し

て
い
る
か
は
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
が

鍵
を
握
る
と
言
え
る
。
事
例
と
し

て
は
、
「
の
の
す
て
お
り
が
み
」

「
や
ま
い
も
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
な
ど

今
後
、
新
た
な
事
業
展
開
が
期
待

で
き
る
。
進
捗
の
状
況
を
測
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
持
続
可
能
な
も

の
と
し
て
地
域
に
根
付
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

効
果
が
見
込
め
、
よ
り
一
層
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
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